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　私は 2023 年より大学病院において医療器材管理部
の責任者を拝命し，臨床工学技士（clinical engineer；
CE）と接する機会が増えました。現在は，医療機器安
全管理検討委員会や ME 機器センター運営委員会，医
療機器に関する要望の事前打ち合わせなどで，定期的
に意見交換を行っています。
　CE は，学生時代にはあまりなじみのない職種でし
たが，今では医療現場に欠かせない専門職として，そ
の重要性を日々実感しています。主な業務は医療機器
の保守管理・安全点検であり，整形外科領域では C
アーム，ドリル・ソー，パルス洗浄器など多岐にわた
る機器の整備を担っています。また看護師や診療放射
線技師と連携し，時間調整や物品準備を通じて手術室
の円滑な運営にも大きく貢献しています。
　近年，CE の役割は，人工呼吸器や透析装置の管理
にとどまらず，手術室における高度な機器操作，安全
管理，術中支援へと拡大しています。特に脊椎や関節
手術の増加に伴い，手術支援ロボットやナビゲーショ
ン機器の操作支援も担うようになりました。例えば
Mako や ROSA®といったロボティックアーム，O アー
ムと StealthStation によるナビゲーション，さらに 3D
イメージング装置の点検や操作支援，ログ管理を通じ
て，人工関節置換術や脊椎固定術の精度向上に寄与し
ています。
　なかでも特に注目すべきは，本号の特集でもある術
中神経生理モニタリング（IONM）における CE の活
躍です。高度脊椎手術では，運動誘発電位（MEP），

体性感覚誘発電位（SEP），筋電図（EMG），経頭蓋刺
激・脊髄誘発電位（D­wave）などのモダリティに対
応し，モニタリング装置の立ち上げ，電極装着，波形
取得・解析，異常の即時報告，麻酔科との調整（完全
静脈麻酔［TIVA］管理や筋弛緩薬の使用制御），さら
には記録と術後レポート作成まで多岐にわたる業務を
担っています。IONM はすべての手術において必須で
はありませんが，神経損傷リスクの高い脊椎手術では

"standard of care"とされ，側弯症や頚椎前方除圧術
などでは神経障害の早期徴候を検出し，術中操作の修
正によって後遺障害を回避する手段として定着してい
ます。加えて，インフォームド・コンセントの質の向
上や医療訴訟リスクの低減にも寄与します。日本脊椎
脊髄病学会や北米脊椎学会では，脊髄腫瘍，重度側弯，
頚椎後方固定，黄色靱帯骨化症（OYL）/後縦靱帯骨化
症（OPLL）除圧などの高難度手術に対する IONM の
使用を強く推奨しています。
　現代の脊椎手術においては整形外科医，麻酔科医，
CE の三者による連携が不可欠です。整形外科医は危
険操作のタイミングを事前に共有し，麻酔科医は
MEP波形を意識してTIVAや筋弛緩薬の使用を調整，
CE は波形監視や記録を通じて即時対応する体制を構
築します。CE はまさに"黒子"として裏方に徹しつ
つ，チーム医療を担う重要な存在です。今回の特集を
通して，こうした CE の役割が臨床現場のみならず，
医学教育や社会全体でもっと広く認識，評価されても
よいのではないかと考えさせられました。 （谷口　昇）
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